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平成 30年 6 月 8日 

富国生命保険相互会社 

 

再生可能エネルギープロジェクトへの融資について 

～岩手県宮古市の太陽光発電事業へのファイナンス～ 

 

富国生命保険相互会社（社長 米山好映、以下「富国生命」）は、サステナジー株式会社（代表取締

役社長 三木浩）が主導する岩手県宮古市の太陽光発電事業（総事業費：約 50億円、発電容量：15.6MW、

稼働：2020年 3 月予定）へ 20 億円の融資を行うことを決定しました。 

 

本件は、三井住友ファイナンス＆リース株式会社（取締役社長 橘正喜）がファイナンスアレンジ

を行い、太陽光発電事業における太陽光発電設備一式に係るリース契約を裏付けに、SMFL 信託株式会

社を通じて融資を行うものです（詳細は、下記スキーム図）。 

本事業の年間想定発電量は約 1,450 万 kW（一般家庭約 3,000 世帯分の年間使用電力量に相当）で  

あり、宮古市箱石地区の全世帯のみならず、周辺地域を含めた旧川井村の全世帯の年間使用電力量を

大きく上回る規模の発電が期待され、約 7,800t/年の CO2排出量削減効果が見込まれております。 

 

本プロジェクトへの融資は、ご契約者の大切な資金を運用するにあたって、収益性の確保のみなら

ず、環境保護や持続可能な社会の実現に資する手法であると位置づけており、再生可能エネルギーの  

拡大に寄与するものと期待しています。 

 

富国生命では「社会への貢献」を経営理念のひとつに掲げており、企業の社会的責任（CSR）を果た

すため、生命保険事業の高い公共性を踏まえ、本業である生命保険事業の健全な運営に努めると同時

に、よりよい社会づくりに貢献するべく、今後も同様の ESG※1投融資に積極的に取り組んでまいります。 

 

 

本件スキーム図 

 

 
運営会社

（SPC※2） 

  

 

SMFL信託 

  

三井住友 

ﾌｧｲﾅﾝｽ&ﾘｰｽ 

 

 

富国生命 

融資 

返済 

信託契約 ﾘｰｽ契約 

※1 ESG：環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance） 
※2 SPC：サステナジーが出資する特別目的会社（Special Purpose Company） 

 


